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I はじめに
人間活動が営まれる地表のすべての空間は，所得の源泉であるとともに，所得の消費主体として存
在し得る 1) 一闘を単位とするような地域的範囲を想定してみると，都市空間での資金の投資はきわ
めて顕著な事象である 2) しかも，それらの資金は再生産の拡大を目ざして，その投資が繰り返えし
なされる.その結果，都市内においては土地利用の変遷は急速になされ続けている.一方，このよう
な資金の土地に対する投資は，都市空間に比較すれば一般的に少ないものの，農村空間でも当然なさ
れている.農業活動が営まれる空間においては，収益性をより高めるために，農業用機械・農業用施
設等に投資されながら，高集約度な農業が展開されるはずである.河時:に，高度に経済が発達した諸
国においては，農村空間においても，道路建設・耕地整理事業などに財政投資がなされ，一般の金融
活動とともに財政金融も活発化している.とくに，わが国の農村部においては，近年の公共投資によ
って，農業を行うために必要な生産基盤の整備は急速に進展しつつある.このように，地表の人為的な
景観が形成される動因には，し、かなる空間においても金融機能がつねに係わり合っているのである 3)
近年，都市化の進展に伴う近郊高集約度地域の遠心的移動は，かつての自給的農業の卓越した地域
をも集約的な商品農業生産に組み入れつつある. 手塚
帯に属する農村の近年における地域的性格を，高集約度農業の担い手である自立型農家の分析を通じ
て明らかにしようとした.本研究仏首都圏の近郊外縁地帯に位置づけられる農村を事例として，か
つての伝統的な自給農業から発達した高集約農業を営む自立型農業経営とそれに関与している農業金
融に関して記述することを百的としている.農業収入の増大を図ることが困難である昨今の農業環境
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下で，農家の中には集約13'9な商品作物を新たに導入することで農業所得の増大をはかろうとしている.
このような農家は，農業投資のためにいかなる金融活動を行いながら，自立型農業経営を営んでいる
かを明らかにすることが，本研究の焦点である.
上記のように，本稿は農業経営と農業金融に関して，従来あまりなされなかった現地調査による実
証的研究を目途した.近年，全国的にみると，農業金融は幾多の国難な問題に直面している.それら
を端的に記すならば，農家の土地改良・農業機械・農業用建物等に対する農業投資が停滞ないしは減
少しつつある傾向日を，まず指摘しなくてはならないであろう. このような背景には，農家の農業所
得の伸び悩みが続き，家計の中に占める農業所得の割合も急速に減少しつつある.
農村部の金融機関としては，農業協同組合(以下，農協と 1告す)は重要な役割を果たしてきた. し
かも，その金融活動の割合は，年々増大する傾向にある 6) たとえば， 1983年3月末 iヨ現在で全金融
機関の農業・農村向け貸付金額は 17兆958億円に達し，その機関;31j構成は農協をはじめとする系統機
関が76.3%，農林公庫が19.7%と両者で96.0%を占めているわ. 農協の信用事業である金融活動は，
単位農協を会員とする上部団体として，各都道府県に信用農業協同組合連合会が設けられている.こ
の組織は，会員からの貯金の受け入れ，会員への貸付・手形割引・債務保証等を主たる業務とし，組
合間の資金過不足を地域的に調整しており，また余裕金を全国段階の上部機関で、ある農林中央金庫へ
の預金，有価証券投資に運用しているほか，短期資本市場への有力な資金の供給者となっている 8)‘
農協金融の特色としては，まず第一に組合員とし、う特定の資格をもった経済者に限定してなされる
金融機関であり，業務の中心が組合員内部での資金の相互融通におかれている.また，組合員への資
金融通が平等になされるように意図されていることから，農協金融は相互金融と規定されることがで
きる.しかも，農協の組合員は，農業という等質な生産活動に基づき，農村部での集落という地域的
連帯性，共同体的なまとまりに基盤をおいている.また，前述のように，単位農協，都道府県の信用
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第1図八郷町の位置
農業協同組合連合会，農林中央金庫としヴ系統三
段階制機構による系統金融が政策依存によって進
められてきたことも大きな特色である 9)
本稿では，首都圏の近郊外縁地帯に位置する茨
城県新治郡八郷町を事例とし，上記のように農村
部において金融活動の中核的な役割を果たしてい
る農協金融に，主として注話した.また，農家単
位で自立型農業経営を行し、ながらし、かに農業金散
を営んでいるかを詳細に検討するため，八郷町の
うち国部地区 (1日商部村)と小幡地区(1日小幡村)
を選んで，集落単位の現地調査を行った.
研究対象地域に選定した八郷町は茨城県に位寵
するが，その茨城県全体は長い間農業生産に基盤
を求めて農業県といわれてきた. しかし，その農
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協金融を全密的にみると，貯金量・貸付金量そして貯貸率の三者とも全国平均値に至っていない・と
くに，全国的に農協の貯貸率が低下する中で，茨城県全体の貯貸率も1983年3月末には， 30%を下ま
わるようになった・ Ri'貸率の低率は地域は，全国的には近畿地方と北関東地方に集中し，茨城県全体
の農協金融は全国的には低調といえる.
研究対象地域である八郷町は，茨城県のほぼ中央，新治郡の北部に位置い東京都心より直線距離
で約70kmにある・ IlJ域は八海山脈に属する筑波，足尾，加波，吾国，難;台，愛宕の各連峯に囲まれ，
概して起伏の多い盆地を呈する・ 1956年1月に柿向，小幡，芦穂，恋瀬，瓦会，園部，林，小桜の 8
IlJ村が廃され，それらが統合して八郷町が誕生した・もともと，これらの!日町村は，恋瀬JIが中央を
貫流する八郷盆地に位置し，自然的基盤は類似なものを有していた・合併時の人口は， 32，616であり，
1985年3月113現在の人口数は29，113である.農協は13町村単位にそれぞれ一つず、つ，現在の町域に
は合計八つ存在していた.これらのうち1965年2月に 7農協の合併が実現して，八郷町農協が誕生し
た10) その結果，現在，同町内には八郷町農協と小桜農協の二つの農協が存在する.
立 八郷町における農業経営と農業生産の特質
ll-l 農家と経営耕地
八郷町の農家数は第2次世界大戦後，入植開墾や分家などで漸増し， 1960年には4，674戸に達した.
農家率も82.4%と高い値を示していた.その時の農家人口は26，965人であったが，農家l戸当りの家
族数は 5， 6人と1950年以前の 7，8人に比べ少なくなっていた.このことは，八郷町の農家が分家
などによって，核家族的な性格を帯びてきたことを示している. 1960年以降，農家数と農家人口は減
少を続け， 1980年にはそれぞれ4，185戸と 20，409人になった.向時に，農家 1戸当りの家族数も 4，
5人に減少し，核家族化が進展してきたといえる.また，農家率の低下も著しく， 1980年の農家率は
67.3%と1970年のそれよりも10%以上減少している(第1表). 
農家数を第 1表から専兼別にみると， 1950年には専業農家が3，570戸であり，第 1種兼業農家と第
2種兼業農家はそれぞれ662戸と387戸であった.専業農家率も77.3%と高い比率を示していた.専業
農家が急激に減少したのは1960年から1965年にかけてであり，専業農家数は3，043戸から1，768戸に急
第l表八郷町における農家と経営耕地の推移
農(戸家)数 農(家持)率農家(人人)口
専兼別農家数(戸) 経営耕地面積 (ha)
年次
専業農家 I兼第業1農種家 I兼第業2農種家 合計 i水田|畑地|樹菌地
1950 4，619 79.9 28， 759 3，570 662 387 4，415 1，886 2，077 452 
1960 4，674 82.4 26，965 3，043 1，016 615 4，900 2， 135 2，258 507 
1965 4，498 79.5 23，617 1， 768 1，772 959 5，025 2， 092 2， 151 782 
1970 4，435 77.9 22，503 1， 177 1，983 1， 275 4，977 2， 135 1，893 949 
1975 4，320 72.4 20，942 642 1， 443 2，235 4，561 2，074 1， 399 1， 088 
1980 4， 185 67.3 20，409 549 1， 263 2，373 4，375 2， 102 1， 226 1， 046 
一一
(資料:世界農林業センサス)
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減した.また，専業農家率も1960年の65.1%から1965年の39.3%に急減している.その後も，専業農
家数と専業農家率は減少を続け， 1980年にはそれぞれ549戸と 13.1%に低下してしまった.他方，第
1種兼業農家数と第2種兼業農家数は1970年まで増加を続け，それぞれ1，983戸と1，275戸になった.
この時の兼業農家を兼業種類別にみると，人夫・日雇が1，000戸で最も多く，次いで恒常的勤務が784
戸で多かった.第1種兼業農家は1970年以降，減少傾向にあるが，第2種兼業農家はその後も急増を
続けている.1980年には，第1種兼業農家と第2種兼業農家は，それぞれ1，263戸と2，373戸になった.
その兼業内容では，恒常的勤務に従事する農家が2，076戸でフ人夫・日雇に従事する農家の1，016戸を
上回っている.
次に経営耕地についてみると， 八郷町全体の経営耕地規模は1965年に 5，025haに達したが，その
後は減少を続け， 1980年には 4，375ha になったことがわかる.また， j;也目別に経営耕地をみると，
畑地は1960年以降，縮小傾向にあり，樹園地が1950年以降，拡大傾向にあることと対照的である.す
なわち，畑地面積は1960年の 2，258haから1980年の1，226 haに減少し，その反面，樹麗地面積は
1960年の 507haから1980年の 1，046haに増大している(第1表).畑地率も1950年に47.09らであっ
たが， 1970年には38.09"0と水田率の42.9%を下回ってしまった.さらに，畑地率は1980年に28.0%ま
でに低下し，樹園地率と大差のない比率になった.他方， 樹園地率は 1950年に 10.2%であったが，
1980年には23.9%までに増大した.このことは，商品作物として麦類や芋類などの地位が低下し，そ
れらに代って，柿や梨などの果樹が台頭してきたことを反映している.全体として，水田面積の増減
は熔地や樹園地のそれよりも少なく，水田率も1950年の42.79らから1980年の48.0%と比較的安定して
いる.
II-2 農業生産
八郷町における農業生産の推移とその特徴を検討するため，第2図を作成した.第2図は1960年か
ら1980年までの八郷町における農業粗生産額構成の変化を示したものである.これによると， 1960年
代中頃まで，米と麦・雑穀・芋・豆類が農業生産の中心であったことがわかる.たとえば， 1960年に
おいては，米と麦・雑穀・芋・豆類の農業粗生産額に占める割合は，それぞれ40.5%と21.1%であり，
畜産物 (13.19"0)や工作作物 (10.79ら)，果樹 (5.3%)の構成比率を大きく上回っていた. しかし，
1960年代後半になると，麦・雑穀・芋・豆類の比率が急激に低下しはじめ， 1970年には9.3%になっ
た. 次いで， 1970年以降の米の生産調整の影響を受けて， 米の比率は1970年の 20.7%から1971年の
15.9%に後退した.その後，米の比率は18%から20%の間で増減を繰り返しており，比較的安定して
いる.
米や麦・雑穀・芋・豆類に代って，音産物や果樹の比率が1970年以降に伸びてきた.とりわけ，豚
の比率は1967年の14.4%から1971年の36.7%へと，急激な伸びを示している.その後， !琢の比率は漸
減傾向にあり， 1980年には29.6%になった. しかし，その比率は1980年における農業粒生産額の構成
比のなかで最高値を示している.畜産物のなかでも，牛乳の比率や鶏卵・ブロイラーの比率は，多少
の増減があるが，増加傾向を示しており， 1980年にはそれぞれ9.69"0と9.7%であった.また，果樹の
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(資料:農業所得統計)
比率も増減を繰り返しているが3 増加傾向を示している. 1980年における果樹の比率は10.1%であり，
豚と米(18.5%)に次いで高率であった. 第2図では， その{也に含められているが， 花井の比率も
1975年以降，滞;増傾向を示している.すなわち，花奔の比率は1975年の0.6%から1980年の1.4%に伸
びている.
総じていえば，八郷町における農業生産の中心は，米や麦・雑穀・芋・豆類の伝統的な商品生産か
ら，畜産物や果樹，花井などの新しい商品生産に移ってきたといえる.しかし，農業粗生産額におけ
る豚や果樹の比率が示すように，養豚や果樹栽培は八郷町の農業生産を特徴づけるほど特化していな
い.実際，八郷町の農業生産は多様化しており，さまざまな商品生産の存在によって特徴づけられて
いる.このことは，それぞれの商品生産が自然条件や社会・経済的な立地条件の制約を受けて，町内
全域的な分布でなく局地的な分布になっていることを示唆している.また，八郷町における自立農業
経営も，そのような商品生産に基づいて多様である.そこで次に，八郷町における農業経営類型の地
域的差異について概観しよう.
ll-3 農業経営類型の地域的差異
八郷町における農業経営類型の地域的差異を検諒するため， 1983年の茨城県農業基本調査により第
3図を， 1980年の農林業センサス集落カードより第4図を作成した.第3図によれば，専業農家率が
最も低いのは筑波山東麓から加波山東麓に至る山麓地域であれ!日町村単位でいえば，旧小桜村とi日
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小幡村， !日葦穂村，恋瀬村の山麓部にあたる・ことに，専業農家が一戸も存在しない集落は， I日柿j蒋
町の中心部を形成する 2集落を除けば， !日小i播村で4集落を， !B恋瀬村で8集落を数え，その多くは
山麓部に位置している・このことは，多くの山麓部の集落が専業農家を維持しうるだけの土地条件や
商品生産をもっていなかったことん交通条件の整備，発達によって他地域への兼業機会が増大した
ことを反映している・実際，山麓部の集落では日照条件が悪く，経営耕地規模が狭く，農業環境は恵
まれていない・その反面，自動車交通の発達は土浦市や筑波研究学園都市などへの近接性を高め，兼
業機会を増大させている.
他方，専業農家率が最も高いのは八郷町の北東部の地域であり，地IR単位でいえば，園部地区であ
る・園部地区では，専業農家率22.9%以上の集落が七つあり，農業に依存する集落が集中して分布し
ているといえる.ことに，真家・小堀集落の専業農家率は54.5~らであり，八郷町において最高の比率
を示している・園部地区以外の専業農家率22.9%以上の集落は，柿岡地包で1集落を， /小jト¥幡i
集落を，芦穂、地区で1集落を，瓦会地区で1集落を，林地区で2集落を数え，全体として分散してい
る・同様に，専業農家率17.870から22.970までの集落もi町内に分散して分布している・このことは，
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第4図八期日IlJにおける集落別販売額第 l位の農産物 (1980年)
(資料:世界農林業センサス，農業集落カード)
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八郷町の農業生産が多様であり，ある種の商品生産が局地的に分布していることと関連している.つ
まり，専業農家を維持しうるだけの土地条件や商品生産が，町域全体に及ぶことなし局地的に!浪ら
れた分布になっている.
次に，商品生産の地域的差異を概観してみる.第4図は販売額第 1{立の農産物に基づく農業経営類
型を示している.第4図によれば，八郷町全体としては，稲作を中核とする農業経営類型が全集落の
66510に分布し，卓越している.第3図と重ねてみると，専業農家率の低い地域では，稲作の農業経営
類型が比較的卓越している.特に，瓦会地区と小桜地区では，稲作以外の農業経営類型は分布してい
ない. このように，専業農家率の{低民い地域で
どによつて，稲作が兼業化しやすい農業経営部門であることを反映している.
一方，専業農家率の高い地域では，稲作以外の商品生産に基づく農業経営類型が卓越している.こ
とに，菌部地区においては，果樹(柿)栽培を中核とする農業経営類型が集中して分布している.その
他の地域では，稲作以外の農業経営類型の分布は，専業農家率のそれと同様に分散している. しかし，
その分布パターンには，地域的差異が明確に表われている.たとえばp 柿岡地区では f稲作十養蚕j
と「稲作十酪農J，果樹(梨)栽培の農業経営類型が，小!幡地区では果樹(梨と柿〉栽培と酪農，養豚，
養蚕の農業経営類型が，芦穂地i玄では養豚の農業経営類型が，恋瀬地区では工芸作物(たばこ〉栽培
の農業経営類型が，林地区では果樹(柿)栽培と工芸作物(たばこ〉栽培が，また園部地区でも養豚
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の農業経営類型が局地的に分布している.
総じていえば，稲作以外の農業経営類型， とりわけ果樹と畜産の農業経営類型が局地的な分布ノミタ
ーンを示しており，このことが八郷町の高品生産の多様性と{扇情性を生みだす要因になっている.ま
た，それら農業経営類型の分布は専業農家率の高い地域とほぼ一致しており，果樹や畜産などの商品
生産が自立経営の中核となっているといえる.
国 八郷町における農業金融の特質
Il-l 茨城県と八郷町における金融活動の地域的特色
八郷町にはラ金融機関としては八郷町農協と小桜農i窃の他に，常陽銀行事iJ同支}苫，石岡信用金庫柿
同支庖が存在し，その他， I日村単位で郵便局が立地する.上記の金融機関以外に，石間市にある金融
機関が主として貯金を集めるために来町するため，本町内に居住する住民は，石岡市の金融機関にも
金融機能を依存している.このように，石岡信用金庫の支庖の進出をはじめ，石関市の金融機関が本
町に預金を求めて流入することから，本田Iは石岡市を中心とする金融留の中に位置づけられている 11)
本稿が調査対象とする農家の農業金融に関しては，農林水産省の「農家経済調査12)Jによると，農
協の貯金・貸付金の割合が年々拡大しつつある.それに加えて，本町内には上記のように農協以外に
金融機関数が眠られているため，農業金融の部門で農協に依存する割合は大きいといえよう.
しかし，茨城県全体とすれば，長い間農業生産に基盤を求めて農業県といわれてきたが，全国的に
みると農協金融の貯金量・貸付金量，そして貯貸率の三者とも全国平均値に至っていない. 1981年度
末の「農家経済調査Jによると，茨城県における農家の貯金に占める農協貯金の割合は， 31. 79らであ
って，全国平均の56.0ヲらにははるかに及ばず， しかも県内の一般市中銀行等に依存する割合の33.5%
にも達していない.農協金融が県下の農家の金融活動を吸収する度合は，全国的にみると低調である
ともいえよう.
金融活動は，当然のこととしてそれぞれの地域によって性格が大きく異なってくる.かつて金融活
動の地域的差異を知るために，地域ごとに金融機関別にみて預金量をし、かなる割合で取り扱っている
かに関して考察したことがあった13).茨城県全体としては，預金量の取扱状況に限定してみると，北
関東の諸県と類似して，銀行，農林水産金融機関，郵便貯金に依存する割合がつねに大きかった. し
かも，茨城県の場合，銀行のうち地方銀行の金融活動の割合が大きいことも特色である.
上記のような茨城県にみられる金融活動の特色の下で，八郷町全体の農協の活動は， 1972年 1月と
1982年 1月現在の農協加貯金量・貸付金量に限ってみると，絶対{直としてつねに上位を占めてきた.
1982年 1月現在，八郷町農協と小桜農協の貯金額は，それぞれ138.0億円と 20.3億円であり，貸付額
は，それぞれ41.6穏円， 5.2億円であった.単位農協あたりの同年の県平均値は，貯金額， 貸付額そ
れぞれ43.5銭円， 13.3億円であった. したがって，とくに八郷町農協の場合，県平均の貯金額・貸付
額を大きく上まわり，両者とも県内の最も金融活動の活発な上位グループに属していた.このような
状況は， 1972年 1月現在においても，開様であった.
しかし，八郷町農協の貯金額と貸付額の絶対額は，県内において上位にランクされても，貯金額と
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貸出額との比率である貯貸率は， 1972年1月， 1982年7月現在において，それぞれ34.1?，o， 30.2%で
あり，両年の平均値である46.4%，33.8%を下まわっていた.八郷町に存在する小桜農協の貯貸率L
1972年， 1982年において50.8%，25.6%であれ 1972年においては，県平均を上まわっていたものの 3
1982年においては，それを大幅に下まわる結果になった. したがって，八郷町農協の金融活動は，貯
金・貸付金量の絶対量からみれば県内においては上位に位置しながらも貯貸率としづ貸付機能をいわ
ば評価する指標から考察すれば，茨城県全体と同様に低位な状況にとどまっている・
国-2 農業金融の経年的変化
八郷町農協の近年における金融活動を，経年的に追跡するために，貯金・貸付金量と貯貸率の変化
に関して，第5区!を作製した.まず最初に，貯金量の経年変化をみると， 1970年代の中頃以降，それ
までに比較して，貯金量の上昇傾向が顕著で、あった.貯金量の増加率が急上昇した時期は，石油ショ
ックによる経済の不況期に突入する時期にほぼ一致する.経済の不況期では，農家の家計も支出をお
さえ，貯金量を増やすとともに，農業生産活動に対しでも投資を抑制するようになる. したがって，
貯金量の増大とは裏腹に，貸付金量の伸び悩みが顕著になってきている.
八郷町農協の貸付金の内訳について考察するために，第6図を得た.資料が1976年から81年までに
億円
D 0一一
貸貯貯
付貸
金金率
100% 
???
50 
。 。
1965年 70 75 80 84 
第5額八郷町農協の貸付金，貯金， iぜ貸率の推移
(資料:八郷町農協各年の業務報告書)
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100% 
第6図 八郷町農業の貸付金に占める;農業資金と生活資金
限定されているが，生活資金への貸付が
農業資金のそれをつねに上まわってきた.
しかも，貸付金のうち農業資金と生活資
金の割合は，年々，わずかに変動するが，
生活資金の割合が増大する傾向にある.
生活資金の中では，住宅の新築・改築に
必要な資金の貸付が大きな割合を占める.
生活様式の近代化に伴って，家屋の改築
が進んだ.まず第一に家屋のうち屋根の
かやぶきを維持することが!3S1難になって
きたことから，かやぶき屋根にかわらや
トタンをかぶせる改築が各農家に浸透し
(資料:八郷!uJ農協)
た.かわらやトタンをかやぶきにかぶせ
るため，屋根の重量が増すので，家屋の基礎工事を行う必要が生じた.したがって，屋根の改築は，
家屋の基礎工事を伴うことから，多額な住宅資金を需要するようになった.一方，現在は，明治時代
以降，建築した家屋の耐久年度が過ぎる年代と一致することや，生活様式の近代化を志向する風潮に
応じて家屋の改築・新築が進んだ.八郷町においては，県下の他地域14)と同様に1970年代に入ってか
ら家屋の改築・新築ブームが生じた.そのための資金の一部が生活資金として農協金融に求められて
きた.
理-3 農業金融の季節的変化
農協金融は，季節的に特徴ある変動を示すためにω，貯貸率も 1年間としづ 1]寺間的な枠組みの中で
も，月々によって大きな差異を生じさせる.第7図は，八郷町農協の1983年の 1年間に限って，貸付
金を月別に集計ーしたものである.貸付金額は，月々によって大きな差が生じるが，大別するとこつの
ピーグを認めることができる.一つは， 5 ~ 7月のものであり，他のものは11月から 2月にかけたも
のである.ただし，農協が組合員に貸付けする場合には，貸付けの手続きに相当の月日を要するため，
実際には，ここに記録された月日より早い時期に，組合員は資金を使用し始める.すなわち，第7図
の月別貸付金は， l，._ 2カ月早めに使用がなされていることになる.
図に示されている 5 ，._， 7 月の貸付金は，実際には 3~5 月に資金の使用が開始されたものであるが，
この時期の貸付金の内訳は，農業資金の占める割合が大きい.当期は稲作をはじめ畑作の準備の時期
であれ農業資金のうちとくに農業用機械を購入するための借入金が増える.しかし3 留からもわか
るように，上記の時期を過ぎて 3カ月間には，農業資金の貸付金が急速に減少する.ーブJ，11月から
はじまるピークは，実際には9月頃から開始するが，この時期には生活資金の貸付の割合が増大する.
一般的に，農作物の収穫による収入が10月頃で終了するため，そののちは，生活資金の借入が増える.
とくに，この図では1月に示されているが，実際には9-10月に貸付けられる住宅資金は，年間で最
も高額を示すようになる.これは，正月までに住宅の新・改築を完了できうる時期とも一致する.農
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協は，各組合員に対して飼料・農機具
・肥料などの営農のための資材や，自
動車，電気器具などの生活資材の購買
活動を行っている.一方，各組合員は
万円
10，000 
農産物を農協に出荷し，農協は両者の 8，000 
清算を，毎年， 12月に行う.その結果，
I月以降の農閑期には，貸付ーの機能も
活発になる.上記のように，農協の金
融活動のうち貸付だけをとってみても，
季節に応じて著しく異なり，その貸付
の内容も異なっている.いずれにして
も，年i習を通じて，貸付金に占める生
活資金の割合は大きいことが再確認で
きる.農家の人びとが農業資金として
6，000 
ヰ，000
活発に投資をしないこのような状況に 乙000
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は，農業収入の不安定性が指摘されて
いる.すなわち，組合員が農協から貸
付金を借入して農業に投資しても収益
が必ず保証されることがない.そのた
め，農業資金を借入することが少なく
なっている.たとえ農業に投資する場
合でも，保証されていない収益性に対
2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 
第7図 八郷IlJ農協の月別貸付金の内訳 (1983年)
注):農業用機械の中には，農業用自動車を含む
(資料:八郷町農協)
する不安感から，自己資金によってまかなうことが多くなり，農協金融への依存度が低くなる.
N 八郷町における農業金融の地域的差異
N-1 金融活動の地域的差異の経年変化
八郷町は，前述の通り地形的には盆地に位置することから，土地の起伏に豊み，土地の標高差もあ
ることから小気候的にみて地域的な差異がある.これらの自然、的基盤の多様性を反映しているためか，
農作物の種類もきわめて多様性を有している.したがって，農業金融からみても，町内において地域
的差異があると思われるので，第 8---10図が示すように支所ごとに， 1組合員当り貸付金額と貯金額
を図化した.
1965年の時点には，貸付金額からみて瓦会・恋瀬地区の両地区が大規模であり，他の地区は平均値
以下を示していた.一方，貯金額からみると，恋瀬・柿|可・林の三地区における貯金規模が他地区よ
り勝っていた.したがって，恋瀬地区では貸付・貯金機能が他地区より相対的に大きかったことにな
る.恋瀬地区は，耕地が山間部に分布するため，各農家の経営耕地面積は平均的にみて他の地区より
1978年になると，貸付金額では園部地
!玄が最も大きな規模となり，それに対し
て，かつて金融活動が活発であった恋瀬
地区は町全体の平均値以下になるように
地i玄関に変動があった.貯金金額につい
ては， 1965年と比較して大きな変動はな
かったが，最も規模の大きい地区が，恋
瀬地i玄から林地区に移った.
最近の1984年においては，貸付金額に
ついて見ると，村1同・薗部地症が組合員
1人当りとしては最大規模に達するよう
になった.底部地区は， 1978年と同様な
傾向を保ち，養豚・花丹・柿などの農畜
産に特化するために，農業資金の貸付が
他地区より卓越していると思われる. し
かも平均の耕地率の割合が高く，その
うえ経営耕地の平均の面積が広く，専業
農家の割合も高い.一方，柿i南地区にお
いては市街地の占める割合が高く，生活
資金の貸付が多くあらわれていると思わ
れる.貸付の特化した地区は，年度に応
じて著しく変動するのに対して，組合員
の貯金の規模が大きい地区は，年度に応
じて地域的変動は少ない.1984年1月現在においては，芦穂、地区がl組合員当り貯金額で最高に達し
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第8図 八郷町農協の地区別組合員あたり貸付金額(A)と
貯金額(B) (1965年)
(資料:八郷町農協，第9，10国も同じ)
狭いものであったが，養豚・酪農などの
畜産業の進展がみられた.そのため，金
融活動も活発であったと思われる.とく
に，養豚業は農協の金融に依存する割合
が高い.
た.芦穂地亙や恋瀬地区のような山間部の地区では，たばこ栽培の農家が多い.たばこの価格は，公
定価格により安定しており，しかも出荷による清算は，毎年， 12月になされる.このように，農家の
出荷物が年に 1度と限定された場合には，農家としても貯金として農協に預けて，必要に応じて貯金
を使用するようになる. したがって，たばこ栽培農家が多い地区では，組合員当りの貯金規模が大き
くなる場合が一般的である.それに加えて，芦穂地区では，鉢物の花井栽培が盛んで，農家の主婦層
がそれらを他の市町村へ出かけて販売することがなされてきた.したがって，婦人達による現金収入
茨城県八郷町における農業金融と農業経営の地域的展開 157 
によって貯金規模も大きくなっていると
思われる.
以上のように，各地区がし、かなる農作
物に特化するかによって，その地区の金
融活動が貸付・貯金というこつの指標か
らみただけでも，大きく異なっている.
N-2 金融活動の地域的差異の展開
1983年の 1月から12月にかけて，八郷
町農協が貸付けた件数を，地区ごとに貸
付の内訳を記しながら関化したものが，
第11図である.まず第1に，底i部地区を
除いて各地区とも農業資金に比較して生
活資金の方が上まわっている.
農業資金の貸付状況を地区ごとに考察
した場合，金額が多いのは菌部地区を筆
頭に，瓦会・小幡・恋瀬地区と続く.概
して，畜産に投資が多いことから，酪農
・肥育牛・養豚・ブロイラーなどの農牧
業の設備投資を必要とする地区に，資付
金額が多くなる.このような農牧業の設
備投資のみにとどまらず，酪農家が集積
している小幡地区では，酪農のための素
牛の購入資金にあてるために借入した件
数が多かった. 1983年に眼ってみても，
小幡地区では素牛購入資金のため貸付金
額は， 810万円に達していた.その他，
A 
A n: 637，100円
o: 138，000円
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B n: 2，397，100円
δ304，000円
第9図 八郷IBJ農協の地区別組合員あたり貸付金額(A)と
貯金額(B) (1978年)
恋瀬地区では，たばこ栽培農家が多いことから，たばこ乾燥室，たばこ乾燥機などに対する貸付もみ
られる.たばこの出荷は，すべて農協で扱われるため，たばこ栽培に対する投資も農協金融に依存す
る割合が大きい.その他， しいたけ原木購入資金ゃなし棚建設資金が各地区で見られるのも，八郷町
の農業の特色を示している.農業資金で最も多額にのぼり各地に普遍的なものは， トラクター・コン
パインをはじめとする農用機械や農業用トラックの購入資金であった.
農協の資金が生活資金に向けられている様相は，第11図からもうかがえる・林地区が，地!Rごとに
見た場合，最も高額に達したが，この地区の場合，調査時点の1983年には特殊な事情があった.それ
は，ある偲人が証書貸付の枠の中で，兼業資金として借入・返済を繰返したため， 1年間に何回も貸
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第10図 八郷町農協の地IKJiiJ組合員あたり貸付金額(A)と
貯金額(B) (1984年)
付金として計上された.そのため，当地
区全体の貸付金額を高める結果となった.
このような特殊事情を有する林地区を除
いて，生活資金の多い地区は，小Ip番・恋
瀕・芦f恵・瓦会地区と続く.小IP番地区が
典型的であるように，生活資金の中では，
住宅の改・新築のために借入する資金が
最も多い.農協の貸付金の種目別として，
長期資金の中に「住宅資金Jと「農協住
宅ローンJの二つの種目があり，これら
の資金が最も活用されていることになる.
その他， 1件あたりの貸付金額は少ない
が，自動車の購入のために借入する件数
は多い.上記のように，住宅建設・自動
車購入の他に，生活資金としては，結婚
・教育資金をはじめ，電気器具などの耐
久消費財購入などのために借入する事例
があり，それらの目的は多岐にわたって
いる.以上のように，いまや農協の信用
事業である金融活動が，農家の生活行動
全般にわたっている状況を読みとること
ヵ:で、きる.
V 園部地区真家・小堀集落における
農業経営の展開
V-1 地域の概況
真家・小堀集落のある園部地区は，八郷町を構成する八つの地区の一つである.1980年の農林業セ
ンサスによれば，国部地区の農家数は八郷町全体の 15.7%にあたる656戸であわ農家率は 72.8%で
あった.この数字は八郷町の平均農家率の67.3%を上回っているが，柿岡地区(36.0%)に次いで低い
値である.国部地区の農家のうち，専業農家は129戸あり，専業農家率 19.79もは八郷町で最も高い値
である.このことは，非農家の転入や農家の兼業化が進んでいる反面，農業により自立化しようとす
る農家が比較的多いことを示している.また，関部地i玄の経営耕地総面積も 827haと全地底のなか
で最大であるが，水田率は31.7%と最低の比率になっている. しかし，樹器地率は40.3%と高く，他
地区の約2倍の比率になっている.
園部地区は20の農業集落から成っている・その中で，真家・小堀集落が1983年現在，最高の専業農
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家率 (54.5%)を示している.真家・小堀集落は八郷町の中心部から北東約 5.5km fこ位置し，標高
約40mの平地農村である.集落のすぐ北側は難台山 (553m)に連らなる丘陵地となり，集落の南側は
小河)1が関析した谷間と低い台地になっている. 1983年の茨城県農業基本調査によれば，真家・小堀
集落の農家数は33戸で，そのうち専業農家は18戸であり，第l種兼業農家と第2種兼業農家はそれぞ
れ7戸と 8戸であった.農家人口は159人で，農家1世帯当りの家族数は4.8人と関部地区の平均値を
示している.農家 1戸当りの経営耕地面積は 1. 16 ha と比較的狭く，園部地区の平均経営耕地面積
1. 26 haよりも 0.1ha少ない.
V-2 土地利用
真家・小堀集落における水田面積と畑地面積は， 1983年現在， 6.48 haと 4.96haであれそれら
の耕地面積に対する比率はそれぞれ16.9%と12.9%であった.これらの比率は園部地区全体の水田率
と畑地率に比べ， 2分の lの値になっている.これらとは対照的に，樹菌地面積は 26.93haであり，
樹園地率は園部地区全体のそれの1.5倍にあたる 70.2%であった.このことは，真家・小堀地区の土
地利用において樹国地が卓越しているとともに，樹国地経営が農業の中心であることを示している.
1984年12月の現地調査により作成した第12図の園部地区真家・小沼集落の土地利用においても，柿や
栗などの果樹の分布が自立っている.
土地利用を第12図からみると，集落は台地や丘陵地と低地の境に，あるいは丘陵地と台地の境に立
地していることがわかる.集落形態は疎塊村的なものになっており， 5戸から 7戸の農家のまとまり
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第四図
しか
真家・小堀集落で従来より柿栽培が盛んであったことや，永年作物である柿が転作
作物として奨励されたζ とに起因している・また，一部の水田には大規模な園芸施設が建設され，花
し:， 1970年以降の米の生産調整により，水田の転作が進んでし、る.転作作物で最も目立つのが柿であ
ζ のこと~:jミ，
が点、在している.小河川によって関析された谷間は低地になっており，水田に利用されている.
る.
とれもまた，米の生産調整を契機に土地利用が変化した一例で、ある.
ことに柿閣はこれらの果樹園，
芥栽培が行わ4れてい，る.
台地および長陵地の緩斜面はi 主に柿菌之栗園に利用されている.
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空間的な広がりをもって分布している.柿閣は，水田に新設されたものを除けば，宅地付近の耕地に
配置されていることが空間的な特徴となっている.この分布の様相は，柿菌の維持管理と果実の収穫
・運搬などの便宜を考えた配置といえる.柿顕とは逆に，菜園は宅地から離れた耕地や日当りなどの
条件の悪い場所に配置されている.このことは，栗が省力的な果樹であることや，柿に比べて土地生
産性の低い作目であることを反映している.柿圏や栗閣と並んで，台地には麦畑と野菜畑，花井施設
が樹園地のなかに島状に分布している.麦畑や野菜畑もまた，自家菜圏を除けば，宅地から離れた場
所に配置されている. しかし，花丹施設は宅地付近の耕地に立地している.この施設は，水田に立地
しているものよりも小規模である.
総じていえば，真家・小堀集落の土地利用は低地の水田，台地の樹園地と畑地，丘陵緩斜面の樹園
地，丘陵地の林地と理念的に草分できる.しかし，米の生産調整などによる稲作の衰退が，低地への
柿栽培や施設園芸の導入の契機となり，低地には水田と柿菌，花井施設が並存するようになっている.
台地においても，柿栽培の発展により柿菌が拡大し，普通畑が縮小している.さらに，農家の兼業化
が深化するにつれ，省、力果樹の栗が拡大しつつある.つまり，台地では樹園地を主体とした土地利用
が形成されている.
V-3 農業経営
真家・小堀集落の農業経営を農家単位で検討するために，第13図を作成した.第13図によれば，各
農家は 0.4haから 2.7haの経営耕地を所有している.このような階層分化は，農家の農業専従事
者数を規定するとともに，農業収入の結合型をも規定している場合が多い.たとえば，この集落の経
営耕地規模1.5 ha以上の農家では，世帯主を含む 3人から 4人の家族が農業に従事している.その
反面，経営耕地規模1.0 ha以下の農家では，農業専従事者数は大部分が 1人以下である. しかし，
花井や野菜などの施設園芸を導入した農家では，経営耕地規模が1.0 ha以下であっても，農業専従
事者は2人以上存在し，自立経営が行われている.
各農家の経営耕地を地目別にみると，水田規模は水田のない 8戸の農家を除けば， 0.1 haから 0.4
haの面積であり， 農家間の格差はほとんどないことがわかる.このことは， この集落の稲作が自家
用の飯米確保を主百的にしており，商品生産としての重要性が低いことを示している.水田と間様に，
各農家の畑地規模も 0.1haから 0.7haの面積であり， 農家間の格差はあまり認められない. しか
し，畑地をもたない農家が14戸に及び，その一方で， 農家4や農家20，農家27のように， 0.5 ha以
上の畑地規模を維持している農家もある.このことは，各農家の農業労働力や農業所得構成によって，
畑地利用の形態が異なることを示唆している.自給生産を主体とする場合，畑地利用は自家用菜菌が
中心となり，余った畑地は農家の農業労働者に応じて，柿菌や栗盟に転用されるか，あるいは荒地と
して放棄される.つまり，農家の専業化と相まって，多くの畑地が柿濁に転用されてきた.そして，
最終的には，いくつかの自家用菜園も椅閣に転用されている.逆に，兼業化が深化すれば，自家用菜
題以外の畑地は作付放棄されるか， あるいは栗園に転用される傾向にあるよ一方， 0.3haから O.7 
haの畑地規模では，商品生産が主体となっている. この場合， 畑地規模が大きくないため，施設閤
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芸などを導入して，土地生産性が高められている.
経営耕地規模のなかで，農家慌の格差が最も著しいのは樹園地である.各農家の樹鴎地面積は 2.5
haから 0.2haの格差があり， この格差が経営耕地規模の階層分化となって現われている. 樹菌地
は，農家6の菜園と一部で植栽されているプラムを除けば，すべて柿顕である.第13図によれば，柿
だけで自立経営を雑持していくためには， 1. 3 ha以上の柿圏規模が必要である. 1. 3 ha未満の柿罰
規模をもっ自立経営農家では， f也の商品生産部門が柿栽培と結びついている.たとえば，柿栽培は施
設園芸と，あるいは養豚と結びついている. また， 1. 3 ha以上の柿圏規模をもっ農家で、あっても，
8戸の農家は農業専従事者数の増加や経営の複合化を考慮、し，柿栽培と施設菌芸，あるいは養!氏ブ
ロイラーを結びつけて自立経営を維持している.すなわち，農家2と農家3は柿と花井(施設)との，
農家?と農家9は布pと施設野菜との，農家5は柿と養豚との，そして農家11と農家12は柿とブロイラ
ーとの複合経営を行っている.
以上に述べてきたように，真家・小堀集落における主要な商品生産は柿栽培と施設題芸である.こ
れらの生産部門は自立経営の中核にもなっている.そこで，柿栽培による自立経営農家と花芥栽培に
よる自立経営農家を事-例に，それぞれの自立経営の展開とその成立基盤について次に検討する.
V-4 柿栽培による自立経営農家の事例
日農家〈農家番号10)は，柿栽培により自立経営を行っている農家の一つで、ある.この農家は1.5
haの経営耕地すべてを柿園にしており，母と後継者夫婦の 3人が農業に専従している. いわば， H 
農家は柿専業農家である.H農家は1930年頃から稀栽培をはじめたが，商品生産として締栽培が規模
拡大しはじめたのは1960年煩からである 14). 1960年から1970年にかけては，普通焔や出荷米用の水田
が少しずつ柿菌に転用されていった.さらに， 1970年には，日農家を含む5戸の農家が農業構造改善
事業の補助を受け，山林を共同造成して柿扇の規模を拡大させた.この時の柿留の増反面積は 1戸当
り約 0.4haであり，この規模拡大が今日の自立経営の基盤となっている.つまり，時宜にかなう補
助金の活用や投資が，その後の自立経営の契機になるといえる.日農家では， 飯米用の水田 0.4ha
を除くすべての水田が， 1975年までに柿菌にされた.そして， 1975年から1980年にかけて，飯米用の
水田も柿歯に転作されていった.これは，米の生産調整が強化されたことにもよるが，経営上の利点
が大きな要因となっているーすなわち， H農家の大部分の耕地は丘陵緩斜面に立地し，階段状になっ
てお;b，経営を専門化させたほうが農業労働力や農業機械・装備を効率よく利用できるからである.
H農家は現在， 4種類の柿を植栽し， 9月上旬から11月下旬までの収穫時期を調整している.西村
早生 (0.4ha)の収穫時期は9月上旬から10月中旬と最も早く，出荷時期も長い.その期間内の10月
上旬から中旬にかけて，伊豆早生 (0.1ha)の収穫が行われる.伊豆早生は早熟であるため， 出荷時
期は短い.西村早生の収穫が終ると，松本早生 (0.4ha)と富有 (0.6ha)の収穫がはじまる. 松本
早生の出荷時期は10月中旬から11月中旬であり，富有の出荷時期は1ωO月中旬カかミら1日1月下旬までで、である.
収穫された柿は運搬搬J車で、宅地内の作業場I
令に出荷されている.選果は丸型でで、コンパクトな改造選果機を用いて行われている.この機械は技術
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導入資金などの補助を得て， 10戸共同で開発，導入したものであり， 1975年当時でI台約90万円の費
用がかかった.
柿歯の維持管理には，潅水施設や防除施設が必要で、ある.濯水は揚水施設とスプリンクラーによっ
て行われるが，それらを装備するには 10a当り約100万円の費用がかかる・ H農家では，このような
施設が過剰投資になると考えて，現在でも，ホース譲渡やスピードスプレヤーによる潅水が谷間の溜
池から揚水して行われている.潅水施設と向様に，柿園の排水施設も本格的なものになると，かなり
の費用がかかるが， H農家は自己資金の範聞で、暗渠排水を敷設している.さらに，防除施設の誘峨燈
なども，本格的なものは10a当り20万円以上の費用になるが， H農家は自ら設置したため， 10 a当り
約2万円の費用で済んでいる. しかし，スピードプレヤーなどの装備は自己資金と農業改良資金を利
用して，柿栽培が専業化してくる1977年に導入している 18) このことからも，施設装備への過剰投資
を避けると同時に， 1]寺宜にかなう補助金の活用が自立経営を支える条件の一つになることがわかる.
また， 11林造成や選果機の開発，導入でみられるように，柿栽培農家が地域的に集団化していること
も，自立経営を支える条件になっている.
V-5 花丹栽培による自立経営農家の事例
I農家(農家番号19)は施設園芸によって自立経営を行っている農家の一例である.1984年現在，こ
の農家の経営耕地は水田 0.1haと畑地 0.3ha，樹園地 0.8haであり，世帯主夫婦が農業に専従し
ている.従来の水田は 0.6haの規模であったが， 1970年以降の米の生産調整により， 0.5 haの水田
が柿園 (0.2ha)と施設園芸用の畑地 (0.3ha)に転作されている.そのため， 現在の水田では飯米
用の水稲が栽培されているにすぎない.かつての水田であった畑地には，アクリノレサンコールの鉄骨
ハウスが建設され，そこで花丹栽培が行われている， 樹園地は柿醤 (0.5ha)と栗閤 (0.3ha)に利
用されている.菜園はかつての畑地であり，その畑地は不良な土地条件なため， 1979年に莱盟に転作
された.農業経営は柿栽培と花井栽培を組み合せる複合経営であるが，農業収入の70%以上が花井栽
培から得られている.
従来の農業経営は稲作と畑作に柿栽培を組み合せたものであったが， 1960年演にキクとチューリッ
プを主体とした施設圏芸が導入された.最初の花丹栽培は宅地内に5a程度の施設を建設して行われ
ていたが， 1965年頃には施設園芸は 0.2haに規模拡大された.この時の施設は2棟のパイプハウス
で，その費用は l棟当り約20万円であった.これは自己資金と八郷町の助成金(ハウス補助金)で賄
われた.さらに，施設菌芸は1980年に 0.3haに規模拡大されるとともに，八郷園芸団地として団地
化され，その施設も鉄骨ハウスに大型化された.この施設は昭和54年度転作促進対策特別事業として，
50%の国庫補助を得て建設されたが， 1戸当りの費用負担は約2，000万円に及んでいる 19) この事業
に参加した農家は I農家を含めて 7戸であり，八郷園芸団地組合を組織している.そのうち 4戸の農
家が花井栽培に，残り 3戸がキュウりやトマトなどの野菜栽培に従事している.このような大規模な
事業により施設園芸を大型化，および団地化させたことは，農家に多くの負担を強いることになった
が，小規模な農家が土地生産性を高め，自立経営を確立させていく契機になっている.
164 人文地理学研究 K
I農家における花丹栽培は， 電照ギクと促成ギク (0.13 ha)，そしてチューリップ (0.13ha)を
組み合わせ，年間労働配分を平準化させている.電照ギクは8月不旬に定植し， 12月に切花として収
穫される.収穫後，施肥や土壌消毒が行われ， 2月初旬にチューリップの定植が行われる.チューリ
ップも切花として 3月中旬から 4月中旬にかけて収穫，出荷されている.チューリップの収穫後も施
肥と土壌消毒が行われ， 4月下旬に促成ギクが定植される.促成ギクは8月上旬に収穫され， 8月下
旬には再び電照ギクが定植される.このようにして，一つのハウスにおける輪作体系が完成している.
もう一つのハウスで、vi，チューリッフ。が11月上旬に定植され， 1月から 2月にかけて収穫されている.
その後， 2月から 3月にかけて促成ギクが定植され，その収穫は 7月になる.そして， 8月から10月
にかけて施肥と土壌消毒が行われ，再びチューリップが定植され，このハウスでの輪{乍体系は完了す
る.花井収入は 1戸当り約1，500万円になるが，球根や石油などの生産費を差し引くと，純利益は約
700万円である.このなかには，施設更新の費用や貸付金の返済金が含まれており，農業経営は楽で
ない.
VI 小幡地区上青柳集落における農業経営の展開
VI-1 地域の概況
上青榔集落のある小幡地区は，八郷町を構成する八つの地区の一つで，町の中心部から南西に位置
する. 1983年の農業基本調査によれば，小橋地匿の農家数は八郷町全体の 14.0%にあたる 571戸であ
り，農家率は76.3%であった.この数字は八郷町の平均農家率の71.4%を上まわり，瓦会地区(81.6%) 
・芦穏地区 (78.3%)に次いで高い値である.
小幡地区の農家のうち専業農家は81戸あれ専業農家率14.2:10は8地区の中で，国部地区・林地区
に次いで高い値を示している.一方，第二種兼業農家率は恋瀬地区・柿岡地区に次いで高い値である
ことは，農家の階層分化が進んでいることを表わしている.つまり，農業により自立化しようとして
いる農家じ農業を自給的なものとして在宅通勤によって他産業に就業する農家とがみられる.
また，小幡地区の経営耕地総面積は555.86haで，一戸当りの経営耕地面積に換算すると， 0.97ha 
となり， 八郷町全体の平均と比べて約 0.1ha少ない債を示す.水田率は42.3%で、八郷町の平均値
39.6%をやや上まわっている.樹菌地率は24.5%と，菌部地区に次いで高い値を示していることが特
徴的である.
このことは，自立経営農家による梨栽培の拡大じ兼業農家による省力化作物である栗や，プラム
等の栽培20)によって果樹園面積が大きな割合を示しているものと思われる.
小幡地区は20の農業集落から成っている.それらのなかで，調査対象集落である上青柳集落は1983
年現在，第一種兼業農家率が66.7%を示している.この値は同地区での最高値であり，他の集落と比
べて第一種兼業農家が多いことに特化している.
上青柳集落の大半は，八郷町の中心部から南西約 5kmifこ位置い標高約 40mの平地農村である.
集落の周囲三方は， 標高 100mから 300mの筑波山 (876m)に続く山々に閉まれている. 起伏の
多い台地と山麓地帯に集落と畑がひらかれて，集落域中央部を小河)1が東流している.小河)1の谷口
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からはそれの開析した谷間が広がり，そこには水田が発達している.
1983年の農業基本調査によれば，上青柳集落には36戸の農家があり，そのうち専業農家は3戸で，
第一種兼業農家数と第二種兼業農家数はそれぞれ24戸と 9戸であった.また，総農家人口は 198人で，
農家一世帯当りの家族数は 5.5人と，小i播地区で、は十三塚集落に次いで多い.農家一戸当りの経営耕
地面積は， 1. 28 haと比較的広く，小i路地区の1.08 haをかなりうわまわっている.
VI-2 土地利用
上青柳集落における水図面積と畑地面積は， 1983年現在， 25.2 haと 12.4haであれそれらの経
営耕地面積に対する比率はそれぞれ54.70;0と27.070であった.これらの比率は，小幡地豆全体の水田
率と畑地率に比べ，それぞれわずかながら上まわっている.一方， 樹園地面積は 8.39haで18.30;0
と小幡地区の平均値を下まわっている. しかし1984年に入り労働力不足と陸稲作や野菜作の収益性の
低さから普通畑を菜園にした農家が3戸あり，その植栽面積は 0.7haで，今後こうした農家が増加
するものと思われる.これらの数値は，上青柳集落の土地利用において水田が卓越しているとともに，
これまでの畑地の伝統的な利用形態である陸稲・麦類・雑穀類・落花生・芋類といった農作物から，
栗・プラムに代表される粗放的な土地利用形態に変化しつつあることを示している.また， 1984年12
月に行なった土地利用調査からも考察されるように，作付けを放棄した畑地や，畑地のうち牧草地・
植木畑等に転作した例も見られる.
土地利用の状況を第14図からみると，集落は台地や丘陵地と低地との境に，あるいは，丘陵地と台
地の境に立地している.家屋の多くは南向き，あるいは東向きに建てられ，宅地の西側および北側に
は防風垣がみられる.集落形態は疎塊村的なものとなっており， 3戸から 8戸の農家のまとまりが点
在している.
水田は小河川によって関析された谷間の低地に発達している.しかし1970年以降，米の生産調整に
よる水回転作が行なわれた.転作作物で自立つのは梨である.上青柳集落では従来より丘陵地や斜面
を利用して，栗やプラムの栽培が盛んであったために，栽培基盤が確立しており，梨の導入は，容易
になされた.さらに梨の市況も，新品種の導入などにより好転し，有利な作物として奨励された.上
記の事がらに加えて，梨栽培の機械化によって省力化が進んだこともあろう.
一部の水田には植木類や牧草地がみられる.米の生産調整を契機に，これらの作自も土地利用を変
化させた例で、ある.
台地および丘陵地の緩斜面は，普通焔や桑題・栗園・プラム菌・柿鴎・梅園と，多種類の永年作物
が栽培されている.これらの樹留地は，空間的な広がりと，規則性を持って分布している.たとえば，
桑園や栗圏は宅地から離れた耕地や，日当りの悪い場所に多く，ブラム圏や柿菌，それに梅園などは
宅地近くの狭い土地や，傾斜地に配置されている.梨留は，水田に新設されたものを除けば，宅地付
近の耕地に配置されている.これは，梨栽培にはかなりの維持管理作業が必要で，特に防除作業や収
穫・運搬作業などの便宜を考えた配置と言える.このことは，栗が省力的な果樹で，しかも土地生産
性の低い作自であることを反映している.プラムや梅などは，商品作物としての市場性に乏ししさ
らにまた栗と向様に土地生産性が低い作自であるためで、あろう. しかし，省力化作物であるがゆえに，
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兼業農家は栗を普通焔にも植えて，その作付面積を拡大させつつある.
台地には果樹園と並んで，麦畑や野菜畑や，豆・雑穀畑といった伝統的畑作景観もみられる.そし
て，その間に桑園・牧草地が散在している.特殊な例としては，宅地に隣接して畜舎や農業用倉庫・
農作業場・放牧場等もみられる.
総じていえば，上青榔集落の土地利用は，低地の水田，台地の樹園地と普通焔，丘陵緩斜面の樹園
地，丘陵地の樹留地と放牧場，そして山林とに区分できょう.しかし，米の生産調整などの影響によ
る稲作の衰退が，低地への梨栽培や，酪農用の牧草地の導入の契機となった.台地や丘陵地の緩斜面
においては，農家の兼業化が深化するにつれ，省、力化の可能な栗を中心とした樹菌地が拡大しつつあ
るが，耕作を放棄した荒地も自立っている.
VI-3 農業経営
上青柳集落の農業経営を，農家単位で検討するために第15図を作成した.第15図によれば，各農家
は 0.2haから 3.18haの経営耕地を所有している.経営耕地規模は，しばしば農家の農業専従事者
数を規定したり，農業収入の結合型を規定している場合が多い.たとえば，この集落の経営耕地規模
1. 5 ha以上の農家では，世帯主を含む2人から 3人の家族が農業に従事している.その反面，経営耕
規地模が1.0 ha以下の農家では，農業専従事者数はたいてい 1人以下である.しかし，しいたけや
野菜などを導入した農家で、は，経営耕地規模が1.0 ha前後であっても，農業専従事者は2人以上存
在し，自立経営が行なわれている.
各農家の経営耕地を地目別にみると，水田規模は特殊な例である 0.05haから1.68 haであり，
かなりの格差がみられる.しかし，本集落では最低規模の農家と，最高規模の農家とともに規定しが
たし、農家である. すなわち 0.05haの水面を所有する農家は，老人専業農家であり， 統計上専業農
家として扱われているものである.一方， 1. 68 haの水田を所有する農家は名ばかりで，農産物の加
工工場の経営が主体である.この農家が所有する!丑・畑には植木類が植樹されている.また，酪農経
営農家も 2.0haを超える耕地を所有しているが，そのほとんどに飼料用作物を栽培している.そし
て，残った水田は自飯米の確保と，わずかな出荷米を生産している.
商品生産としての稲作は， 0.5 haから1.0 ha前後の水田を所有する兼業農家が中心になる. そ
の主な理由は，稲作における機械化一実体系が確立されたために，きわめて能率的に農作業が行える
ようになった結果，一休日農業が可能となったからである.他方，農家の畑地規模は 0.2haから1.5
haである.その利用をみると，畑地規模の大きな農家は， 陸穏や小麦・桑なとやの伝統的畑作物に加
えて，スイカやニンジンの採種，露地野菜の栽培などを行なっている.
畑一地規模の小さな農家では，自給生産を主体とする場合には，自家用菜留が中心で，余剰の畑地は
各農家の農業労働者数に応じて，栗菌や桑閣に転用されるか，あるいは耕作放棄地となる.その結果，
稲作依存度の高く，農業経営のかなり均質化した兼業農家が多く存在する.
なお，自立経営を維持しようとする農家は，経営規模の拡大や，酪農・畜産部門での多頭飼育とい
っfこ規模の利益を求めるか，複合経営を志向するであろう.本集落においては，前者は酪農家であり，
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第15盟 小幡地区上青柳集落における農家の経営内容 (1984年)
(資料:八郷町役場および開き取り調査)
後者はしいたけ栽培農家や梨栽培農家が，その一例である.特に，しいたけ栽培農家については，経
営耕地面積の大小は問題にはならず，自立経営が可能なため，農業専従事者が2人以上になることも
ある.
上述したように，上青柳集落における主要な商品生産は，稲と梨・しいたけ・プラム栽培，そして
酪農である.これらの生産部門は，自立経営の中核にもなっている.そこで，梨栽培による自立経営
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農家と，酪農による自立経営農家を事例に，それぞれの展開とその成立基盤について検討してみる.
VI-4 梨栽培による自立経営農家の事例
K農家〈農家番号 7)vi，梨栽培と稲作により自立経営を行なっている農家の一つである.この農
家は， 1. 0 haの水田と 0.9haの梨題3 そして 0.03haの自家用菜園を経営している.農業専従事
者は後継者とその妻，そして，母親の 3人で、ある.
K農家は， 1950年代から梨栽培を始めた21)この時期は，国民生活も安定しつつあれ果実の需要
も増加し，梨栽培が高い収益を得た時期でもあった.そして，八郷町の各地区に梨組合22)が結成され
て，栽培者が急増した. 1965年から1975年にかけては，宅地に隣接する普通対立や水田の転作により，
少しずつ梨園が拡大した.この時期は，兼業化による労働力不足と，市況の低迷といった梨栽培農家
にとって思難な時期でもあった.この間難期を乗り切れなかった農家は，兼業化を強めた.
1970年代後半から1980年代にかけて，梨出荷価格の好況は農家の経営規模拡大に寄与した.また，
この時期は梨の新種の導入が大きな影響を与えていることも見逃がせない.宰水・豊水・新水(以上
をあわせて「三水」と呼称する)を主体とする新種の植栽と，長十郎への高接更新2勺こよって品種構
成は大きく変わり，市場価格も安定した.梨の 0.1ha当たりの最終栽植本数は，土壌条件や，品種
により異なるが，おおよその基準としては10本から20本である.K農家の梨園においては30本とかな
り多い.K農家の梨菌は宅地近くの耕地に配置され，その品種別栽培面積は， 幸水が 0.5ha， 豊水
が 0.3ha，長寿が 0.1haとなっており，収穫期の労働力配分を考えた植栽で、ある. 1960年代盛んに
栽培された長十郎は姿を消した.
なお，梨が結果を開始して経済年齢に達するには， 5年から 8年の歳月が必要である.成木期はお
おむね10年目から30年目くらいまでである.
また，梨栽培は整校・せん定・芽かき・人工受粉・摘果・袋かけ・下草刈り・防除・施肥そして収
穫と，相当な労働力を必要とする.K農家では，農繁期に臨時の雇用労働力を延べ30人投入する.た
だし，病害虫防除作業は，自走式スピードスプレヤーの共同利用により，省力化に大きな効果をあげ
ている.また，選果作業や出荷作業も小幡地区では1983年から共同選果場の稼動により 25う省力化が
可能となった.このように梨栽培の省力化は進展しているが，施設費や生産費は目立って増加してい
る.
この集落は筑波山麓に位置するため，夜蛾類の棲怠密度が高く，また鳥類も多い.それゆえ，防烏
・防:域対策に黄色~T多灯照明と古漁網や訪鳥ネットが利用されている.それらの施設費は， 0.1 ha当
り黄色灯多灯照明で'30万円に，同じく防鳥ネットで16万円から20万円になる.これらの資金には，留
や県の融資制度である改良資金があり，その中の技術導入資金26)があてられた.そのうえ，梨留には
棚が必要であり，この棚上げに関しては， 0.1 ha当り40万円から50万円の資金が必要とされ， 槻上
げ資金も改良資金の中の技術導入資金があてられた.
。梨の出荷は，ダンボーノレ箱にlOkgのパック詰して八郷町農業協同組合から，京浜市場を中心に出
荷されている. 市場価格は品種によっても異なるが， 1984年度の販売状況はおおよそ 2，000円から
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4，000円2わであった.
K農家の所属する小!幡梨組合は，組合員数約120名で， 80 haの梨を栽培している. この組合の出
荷箱数はおおよそ10万箱で， 3億4千万円前後の販売額を示している.ゆえにK農家における梨の販
売額はおおよそ， 550万円と推察できる 28)• 
しかし梨栽培には多額の施設資金と，成木期までに多くの年月を必要とする. したがって，梨栽培
の収益性が相対的に低下しつつある.K農家の世帯主は今後，梨栽培からいちご栽培に転換させて，
本地区の温和な自然条件を有効に利用して農業経営を展開したい意向をもっている.
VI-5 酪農による自立経営農家の事例
T農家(農家番号 4)は，酪農により自立経営を行っている農家の一つで、ある.この農家は 0.85ha 
の水田と1.35 haの畑地，それに 0.05haの樹園地を所有し，ホルスタインの成牛を40頭と育成牛10
頭を飼育している専業農家である.T農家での酪農の導入は1955年頃からであり，当初は5頭ないし
6頭を飼育していた.当時この地区では，約半数近い農家が数頭ず、つ飼育していた. 1970年代に入る
と，米の生産調整により酪農家は稲作部rlfJを縮小させるようになり，一方，酪農部門の規模拡大を段
階的に行った.この過程で酪農を断念して兼業化を強める農家もあらわれた.このような兼業農家は，
年々，その数を増した.
T農家は， 1979年にはその飼育頭数を35頭とし， 1983年には50頭と増して，着々と多頭育化を実現
してきた.
現在，この集落には3戸の酪農家が存在し， 30頭から50頭を飼育している.これらの酪農家は，隣
接する下青柳集落の酪農家を加えて， 4戸で1980年に「畜産団地育成事業Jを実施して，機械類の共
同購入，使用を通じて協力し合っている 29)• 
T農家は，夫婦二人が農業専従事者で、ある.後継者は，某大学農獣医学部の学生で，卒業後は酪農
を継ぐという.規模拡大に伴う諸費用は，主に総合施設資金と近代化資金を利用している.特に，総
合施設資金の融資には担保が必要で、ある.そのため，資産力のある農家が酪農によって自立経営を維
持する傾向が強い.この窓口は，石間酪農農業協同組合である.こうした資金の活用により， 1979年
には畜舎やサイロの建設や， ミノレカー・バルククーラ一等の設置， さらにトラクターやトラック・バ
キュームカ一等の機械類に相当額の投資がなされた.乳牛は自家育成牛として年平均5頭と，北海道
から経産牛を適宜購入している.こうした状況からみると，時宜にかなう補助金や融資などが，農家
の自立経営の契機になることがうかがえる.
飼料は，豆腐粕・ビーノレ粕・磐油粕等に加えて，配合飼料・青刈り牧草とカブ・稲わらであり，乳
飼比は50%強である.これらの飼料の購入先は，豆腐粕が野田市の業者で， ビーノレ粕が取手市の業者
である.その他醤油粕や配合飼料は，石岡酪農協と地元業者からそれぞれ50%ずつ購入している.ま
た，稲わらは，上・下青柳集落から約50%を，残りの50%は八郷町内と友部町から購入している.青
刈り牧草やとうもろこし，カブは自己の畑地や休耕田に1.5 haほど栽培している.また， 1979年に
ふん尿処理を自的に，山林 0.7haを開墾したが，この造成には「畜産公害補助事業資金jが使われ
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た.現在，造成地には牧草が栽培されている.
牛乳の販売先は，石岡酪農農業協同組合と茨城県経済連であり，それぞれ50%ずつで、あるが，牛乳
の生産調整に伴い乳価の停滞がみられる.T農家では，今後2，3年のi習に後継者が加わって酪農が
展開されることになるが，借入金返済についての対策や，乳価の低迷による意欲の喪失，さらに休日
をとれないなどの酪農の持つ特殊な労働環境の問題をかかえている.
四むすび
本稿は，茨城県八郷町としづ首都圏の近郊外縁地帯に位置づけられる農村を事例としながら，かつ
ての伝統的な自給農業から発達した高集約度農業を営む自立農業経営じそれに関与している農業金
融に関して記述することを自的とした.明らかになった諸事実をまとめると，以下のようになるであ
ろう.
1. 八郷町における農業生産は多様化しておわさまざまな商品生産の存在によって特徴づけられ
ている.稲作以外の農業経営類型，とりわけ果樹と畜産の農業経営類型が局地的な分布パターンを示
しており，このことが八郷町の商品生産の多様性と偏情性を生みだす要因になっている.また，これ
ら果樹栽培と畜産業の農業経営類型の分布は専業農家率の高い地域とほぼ一致しており，両者の商品
生産が自立経営の中核となっている.
2. 八郷町における農業金融の主要な役割を担う農協の金融活動vi，茨城県の中では貯金，貸付金
量の絶対量は上位に位置するものの，貯貸率は低位にとどまっている.この様相は，茨城県，ひいて
は大都市圏外縁部の諸地域の特性と同様な傾向を帯びている.このような貯貸率の低下は， 1970年代
以降の経済の不況期に突入してから，農業に対する設備投資の抑制によって強化されてきた.
3. 農協を通して農業投資が抑制されている情況下で，生活資金への投資の割合が拡大している.
生活資金としては，住宅の新・改築，自動車購入，結婚，教育等の費用にあてられている.農業生産
で得られた収入は，収益の不安定な農業へ投資を還元するのでなく，生活の近代化に応じて，生活資
金へと向けられている.
4. 農協金融には，上記のように経年的な変化がみられるとともに，一年を単位として季節的なリ
ズムをみても，微妙に変容する.すなわち，春には稲作や熔作の準備のために，貸付金の活動が高ま
り，主として農業資金の貸付金の割合が高い.年間 2回ある貸付活動のピークのうち，もう一方は，
秋から冬にかけた季節に生じるものであり，この時期には生活資金が主として貸付けられることがわ
かった.
，5. 農業金融の活動は，地域的に著しい差異を示す.農業金融の活動を，住民からみた場合，借入
行動と貯金行動に二分してみると，前者の方がより地滅的差異を生じさせている.同時に，農業金融
の活動は経年的にみても変動しており，各地区で栽培する農畜産物とその出荷量に応じて，当然、異な
ってくる.調査の結果，現在，たばこ栽培の盛んな芦穂地区では，組合員 1人あたりの貯金規模が大
きい.一方，畜産・果樹経営に特化する間部地区では，組合員 1人あたりの貸付金規模が最大に達す
る.
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6. 間部地区の真家・小堀集落と小i路地区上青柳地区を詳細に現地調査することによって，両地区
での自立型経営農家を検出することができた.園部地区の真家・小堀地区においては，自立型経営農
家は柿の栽培と花f施設園芸を行うものであり，両者の導入は米の生産調整などによる稲作の衰退が
契機となっている.一方，小幡地区上青柳集落で、は，自立型経営農家は，酪農経営，梨・しいたけ栽
培を行っている.
7. 自立型経営農家の経営を個々に検討してみると，柿栽培や酪農経営のように，施設装備への過
剰投資を避けると同時に，時宜にかなう補助金の活用が自立経営を支える条件の一つになっている.
また，大規模な;農業施設の建設や山林造成や選果機をはじめ農業機械の開発，導入にみられるように，
柿栽培農家や花井栽培農家が地域的に集問化していることも，自立経営を支える条件になっている.
8. 各種果樹・野菜類をそれぞれの農家が自らの経営状況や自然条件等を考慮、しながら導入しても，
すべての農作物が長期間にわたって安定した収益性をあげる保証が必ずしもない.このような状況は，
農家に農業投資意欲を減返させている一因とも考えられる.一方，酪農家が自立経営を意図するため
に，多頭化飼育や諸施設のために投資しようとした場合には，資金の借入に担保が必要となる.それ
ゆえ，資産力のある農家のみが酪農によって自立経営を維持する傾向が強い.
9. 上記のように，八郷町においては自立型経営農家は，各地域に応じて経営作物も異なり経営方
法も異なっている.総じていえば，当然のこととして，経営耕地面積の規模が大きい農家に自立型経
営農家を見い出すことができる.しかし，当地域が農産物出荷市場への近接性を高めつつあることや
自然環境の多様性を活用することによって，梨・柿・花井・しいたけなどの商品作物を導入し，農業
金融をも活用することによって，たとえ，経営耕地面積が小規模でも自立型経営農家を志向するもの
があることがオつかった.
本研究をまとめるにあたっては，八郷町役場(町長 中村謙一)の企画課・経済課と八郷町農業協同組合(組
合長 木崎 真)の方々，そして八郷町において開き取り調査に応じて下さった方々に大変お世話になった.現
地調査・資料整理には，筑波大学大学院の大関泰宏・根回克彦・井田仁康諸兄の協力を得て，製図の一部は筑波
大学の宮坂和人・小崎四郎再氏に依頼した. この報告の作成にあたって， 文部省科学研究費補助金・一般研究
(B) i自立農業経営の地域類型の形成と農業地域の変化J(代表者 山本正三，課題番目 58450069) と一般研究
(C) iわが国における財政金融の地理学的研究J(代表者 高橋伸夫，課題番号 59580146)による研究費の一部
を使用した.以上を記入して感謝したい.
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Regional Structure of Financial and Farming Activities 
in Yasato-machi， lbaraki Prefecture 
Nobuo TAKAHASHI， Akira TAGAMI and Toshio KIKUCHI 
Yasato-machi， 1baraki Prefecture located in the outer suburban zone of the Tokyo Metropolitan 
Region was character包eduntil recently by the traditional farming based on rice， wheat， beans and 
sweet potatoes. 1n the past decades， the area has greatly changed its character through the develop-
ment of highly commercial agriculture and the expansion of part-time farming. This paper attempts 
to elucidate the deve10pment of highly commercial agriculture and the agricultural日nancesby looking 
at viable farms. The 1'esults of this study are summarized as follows: 
1. 1n recent years farming activi ties in Yasato“machi have been characterized by various types 
of commercial agriculture. Livestock raising and fruit growing have become especially important， which 
are found highly localized. This is responsible fo1' the diversity and localization of commercial agriculture 
"vithin Yasatoサnachi.
2. The Agr・iculturalCoope1'ative Association plays an important role in Yasato幽machi'sag1'i-
cultural自nances.The total amount of savings and loans handled by the Association in Yasato-machi 
ranks high， but the ratio of loans to savings ranks low in 1bar討ciPrefecture. These tendencies correspond 
well to those other suburban areas around the Tokyo Metr‘opolian Region. The ratio of loans to savings 
has dec1ined since the 1970s when economy went into depression reducing the equipment investment 
in agriculture. 
3. While agricultural loans through the Agricultural Cooperative Association remain restricted， 
loans fo1' non-fa1'm expenses such as house construction and remodeling， purchase of automobiles， ma1'-
riage， and education have been increasing. The profit台omagricultural activities is not reinvested in 
farming， but is utilized as living expenses with the modernization of life style. 
4. Financial activities of Agricultural Cooperative Association are seasonal with two peak periods 
during a year. 1n the spring loans are extended for the preparation of farming， while the second peak 
appears from the fal to winter when loans are mainly used for non-farming purposes. 
5. "¥ゲhileagricultural五nancesconsist of loaning and saving behavior， a regional difference is more 
clearly observed in loaning behavior than saving behavior. Such as a regional di百erencein agricultural 
finances is due to the farming type and the total output for example， inAshiho area where tobacco pro咽
duction has developed the amount of savings per member of the Agricultural Cooperative Association 
is larger than tbat of other areas， while in Sonobe-area specialized in livestock raising and fruit growing 
the loan size per member is the largest in Yasato-machi. 
6. Viable farms in Maie-Kobori settlement， Sonobe働area，are mainly engaged in growi時 ]apanese
persimmons and flower horticulture. These two types of farming were introduced and developed with 
the decline of rice production. 1n Shimoaoyagi settlement， Obata-area， on the other hand， the viab1e 
farms are specia1ized in dairy farming and pear and mushroom (shiitake) growing. 
7. The viable farms as observed in dairy farming and persimmon growing avoid an excessive 
investment in agricultural equipr工lent，while at the same time utilizing available subsides to support 
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and even enlarge their scale of operation. Furthermore， regional clustering of persimmon growers and 
flower horticulturists is advantageous to the development of farmland， introduction of new agricultural 
machinery， and construction of large scale farming facilities. After a1， farms are viable by averting ex-
cessive investment， utilizing subsidies timely， and acting collectively. 
8. Although each farm introduces many kinds of [ruits ancl vegetables considering its managerial 
conditions ancl physical environment， a1 of them do not necessarily bring stable pro自tover a long priocl. 
This is a reason why some farms are losing their interest in investmenting in far‘ming. ¥t¥1hen dairy farms 
intend to become viable by investmenting in agricultural plant ancl equipment， mortgage such as land 
ancl house is required [or loans. Thus， only people of property coulcl maintain the viable dairy farming. 
9. As mentioned above， the viable farms in Yasato-machi have cliversity in terms of crops and 
styles of management being well adapted to local conditions. On the whole， most of the viable farms 
are large in scale. Some small scale farms， however， a1so retain their viability by taking aclvantage of 
increasecl accessibi1ity to the metropo1itan markets ancl cliverse physica1 environment， introducing high1y 
pro五tab1ecommercia1 crops as persimmons， flowers ancl shiitake， and uti1izing agricultural finances. 
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写真 i 上青柳集落の集落景観 (1984年1月)
集落は台地や丘陵地と低地との境に，あるいは丘陵地と台地の境に立地している.集落形態は疎塊村的で， 3 
戸から 8 戸からなり，南 II:IJ きの家屋が多い.休耕mや緩傾斜地での樹園地，農家の府間には I~l 家用菜閣と畜舎な
どの施設もみられる.
写真2 八郷盆地の全景
(1984If三1月)
手前が小桜地区.広域j芸道土浦一笠間半:5j~が
高北方向に縦断している.水EBがイチコーのハ
ウス栽Jfi，-へと転作されている.*.1五.:Jmなど
の耕地が起伏笠かな盆地に広がっている様相
がjっかる.
写真3 真家・小堀集落の全景
(1984年1月)
真家・小堀集落は八郷町の中心部から北東
約5.5kmに位宣し，標高約40mの平地農村で
ある.集落のすぐ北iHlJは難台山 (553m)に
連らなる丘陵地となり，集落の南側は小河川
が関;析した谷間と低い台地になっている
写真4 上青柳集落の農家と農産物の力1工
工場
(1984年1月)
1970年代以降 I入母屋本化粧」や「寄せ棟」
の豪荘な農家建築が目立つようになってきた.
また，資産のある農家の中には，農産物加工
業を始める者も現われた.写真手前のスレー
トぶき屋綬はゴボウの1m]二工場である.
J ， 
9 
写真5 真家・小堀における集孫景観
(1984年1月)
真家・小堀集落は台地や丘陵地と低地との
Jr~に，あるいは丘陵地と台地のJf~に立地して
いる.この集落の土地利用は低地の水田，台
地の品!tllIlJ也と:J:1l1j也丘陵緩斜面の樹i歪i地，丘
陵地の林地と理念的に区分できる.しかし，
近年の稲作の後退により，低地には水田と柿
i詔，園芸施設が並存している.また，台地で
も，柿栽培の発展により柿閣が拡大し，普通
:J1lJ 7う"*I;'I/J、している.
写真6 真家・小説~1集落における施設i主i芸
(1984年1月)
真家-小堀集落の施設国芸は1980年に規模
拡大されるとともに 八郷関芸白地として団
地化され，その地設もアクリルサンコールの
鉄骨ハウスに大型化された.この施設は昭和
54年度転作促進対策特別事業として， 50%の
密庫補助を得て;建設されたが，農家 l戸当 1)
の費用負短は約2，00075-P=Jに及んでいる.こ
の団地は 7戸の農家により構成されており，
そのうち 4戸の農家が花升栽培に，残り 3戸
が野菜栽培に従事している.
写真7 1主峰ブドウの栽培
(1984年11)ヲ)
本格的な栽培は1950年代1:jコ葉以降であり，
林地区で開始された.この瓦谷地区では，巨
峰が1971年に水回転作として3.5haほど植付
けられた.また， 1975年の第二次農業構造改
善事業として、 i主峰・ピオーネ・スチューベ
ンが合計 2ha/トIjl番地区のキ1内フルーツパーク
に植付けられた.
写真8 瓦会地区における養鶏団地
(1984i!三1月)
瓦会地区の養鶏農家4戸は1979年に養鶏場
を集7長から離れた台地上lこ移転させるととも
に，地設の団地化と大型化を図った.この養
鶏団地は昭和54年度県営畜産経営環境整備事
業により 35%の補助を受けて建設された.ま
た，この養鶏団地の規模は， 1棟当り6，000
羽の鶏を飼養でき， 1戸当り 1日200kgの採
Jjpができる.
写真9 真家・ +J/TI集落におけるブロイラー
飼養(1984_{~三 11 月)
真家・小堀集落でブロイラーを飼養する農
家は2戸あり，その飼養規模はいずれも4，000
羽程度である.また，両農家のブロイラー飼
養は，柿栽培の補完部門として位窪づけられ
ている.
写真10 瓦会地i玄における酪農団地
( 1984_{~三 11 月)
瓦会地区の酪j芸家3戸は1975年に牛舎およ
び酪農施設を集落から離れた台地上に移転さ
せるとともに，施設の団地化と大型化を図っ
た.この酪農団地は昭和50年度第二次農業構
造改善事業の補助を受けて建設された.酪j喪
家の乳牛飼養規模は 1戸当 1)約50TI長であり，
牛舎にはノぞイプラインミルカーとバルククー
ラー ， そしてノくーンクリナーが完備されてい
る.
写真1 柿の接ぎ木
(l984i!三1月)
真家・小堀集落は，八郷町における柿栽培
の中心地である.近年 r富有」から極早生
品種の「西村早生J への更新が進んでいる.
写真のように，富有柿に西村早生を接ぐ.西
村早生は収量も多く，高水準の{出格を維持し
ている.
写真12 真家・小堀集落における柿栽培
(1984年1月)
真家・小堀集落の土地利用では，樹i霊地率
70.2%が示すように，樹!覇地， ことに柿i認が
卓越している.柿国は丘陵緩斜面とrlHt世に立
地しているが，近年では米の生産調整によっ
て，JKEl3にも立地するようになっている.柿
栽培の発展により，柿専業農家が増えるとと
もに，柿国への設備投資も増大した.たとえ
ば， f挽霜を防ぐ風車やスプリンクラーなどの
写真13 上青柳集落における梨栽培
(1984i!三11月)
宅地近くに梨闘があり，防鳥. I坊 9!I~ ネット
が設置されている.10 a当 1)約30本の成木が
植栽されている.
写真14 小i路地亙の葉タバコ栽培
(1984年 8月)
葉タバコは八郷Hl1ーの主要農産物の一つであ
り，恋瀬地!互に多くみられる.しかし，近年，
その栽培農家は減少傾向にある.ノト'1番地区に
おいては，業タバコ栽培j芸家は1970年以降急
減した.1984年度の収納代金は， 10 a当り約
40万円であった.
写真15 真家・ /J、堀集落の緩傾斜地での
菜栽培
( 1984i!三11月)
菜栽培の中心は，国部・林・ノj、桜地i玄であ
る.菜栽培の開始は大正時代である.栽培は
一般に粗放的であり， 10 aの平均収量は120
kg前後である.販売方法は，農協系統出荷が
20~30% と推定きれ，残りは)]1]工業者への庭
先販売である.
写真16 I童部地IK.山根集落における丘陵地
での温州みかん栽培
(1984年11月)
温州、|みかんの栽培は，冬季の気温逆転層がみ
られる標高約300mの南面と東面傾斜地に多
い.八郷町ーのみかんは酸味が多いので，正月
以降の商品1li値が認められてきた.しかし，
近年，他地方産のものに生産が圧迫され，そ
の栽培面積が減少しつつある.
